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〔
省

令
〕

〇
動
物
用
医
薬
品
及
び
医
薬
品
の
使
用
の
規

制
に
関
す
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省

令
（
農
林
水
産
二
九
）

〔
告

示
〕

〇
労
働
安
全
衛
生
規
則
第
五
百
七
十
七
条
の

二
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大

臣
が
定
め
る
物
及
び
厚
生
労
働
大
臣
が
定

め
る
濃
度
の
基
準
の
一
部
を
改
正
す
る
件

（
厚
生
労
働
一
九
六
）

〇
野
菜
生
産
出
荷
安
定
法
の
規
定
に
基
づ

き
、
野
菜
指
定
産
地
を
指
定
し
た
件
の
一

部
を
改
正
す
る
件
（
農
林
水
産
九
一
一
）

〔
官
庁
報
告
〕

官
庁
事
項

労
働
安
全
衛
生
法
第
二
十
八
条
第
一
項
の
規

定
に
基
づ
く
技
術
上
の
指
針
に
関
す
る
公
示

（
厚
生
労
働
省
）

〔
公

告
〕

諸
事
項

官
庁製

造
た
ば
こ
小
売
定
価
関
係

裁
判
所

破
産
、
免
責
関
係

特
殊
法
人
等

裁
判
所
共
済
組
合
定
款
の
一
部
変
更
、
企

業
年
金
基
金
変
更
、
日
本
弁
護
士
連
合
会

公
示
送
達
関
係

地
方
公
共
団
体

行
旅
死
亡
人
関
係

会
社
そ
の
他

会
社
決
算
公
告

〇
農
林
水
産
省
令
第
二
十
九
号

医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
四
十

五
号
）
第
八
十
三
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
動
物
用
医
薬
品
及
び
医
薬
品
の
使
用
の
規
制
に
関
す
る
省
令
の

一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
六
年
五
月
八
日

農
林
水
産
大
臣

坂
本

哲
志





動 物 用 医 薬 品 及 び 医 薬 品 の 使 用 の 規 制 に 関 す る 省 令 の 一 部 を 改 正 す る 省 令

動 物 用 医 薬 品 及 び 医 薬 品 の 使 用 の 規 制 に 関 す る 省 令 （ 平 成 二 十 五 年 農 林 水 産 省 令 第 四 十 四 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 に よ り 、 改 正 後 欄 に 掲 げ る 規 定 の 傍 線 を 付 し た 部 分 を 加 え る 。

改 正 後 改 正 前

別表第１（第２条、第４条及び第５条関係） 別表第１（第２条、第４条及び第５条関係）

動物用医薬品
動物用医薬品
使用対象動物

用法及び用量 使用禁止期間 動物用医薬品
動物用医薬品
使用対象動物

用法及び用量 使用禁止期間

（略） （略） （略） （略） （略） （略） （略） （略）

マルボフロキサシン
を有効成分とする注
射剤（前項に掲げる
ものを除く。）

牛 （略） （略） マルボフロキサシン
を有効成分とする注
射剤（前項に掲げる
ものを除く。）

牛 （略） （略）
豚


１日量として体重１㎏

当たり８㎎以下の量を

筋肉内に注射するこ

と。


食用に供するために

と殺する前８日間


（新設） （新設） （新設）

（略） （略） （略） （略） （略） （略） （略） （略）

注 １～20 （略） 注 １～20 （略）

附 則

こ の 省 令 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。

令
和

年

月

日
水
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報
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